
 
報 道 資 料        平成１８年７月３１日 

 中 国 電 力 株 式 会 社 

 

「2006 エネルギアグループＣＳＲ報告書」の発行について 

 

 当社は，このたび，エネルギアグループのさまざまなＣＳＲ（企業の社会的責任）

の取り組みについて取りまとめた「2006 エネルギアグループＣＳＲ報告書」を発行し

ました。グループ全体の取り組みを紹介するＣＳＲ報告書の発行は，当社では，今回

が初めてとなります。 

 各企業に対してグループ全体でのＣＳＲの取り組みが求められる中，当社では，本

年３月に「エネルギアグループＣＳＲ行動憲章」を制定するなど，グループを挙げた

ＣＳＲの取り組みを推進しており，その一環として，ＣＳＲ報告書についても 2006 年

度版から対象範囲をグループ全体に拡大して作成・発行したものです。 

 本報告書の発行をはじめとして，皆さまとの双方向コミュニケーションのより一層

の充実を図り，皆さまのご意見を今後のＣＳＲの取り組みに反映させていきたいと考

えています。 

 

１．記載内容（詳細は別紙１及び別紙２のとおり） 

 コーポレートガバナンス，コンプライアンス，経営効率化など「経営面」の取り組

み，地球環境問題や循環型社会形成への対応など「環境面」の取り組み，お客さまサ

ービスの向上や社会貢献活動など「社会面」の取り組み等，多岐にわたるＣＳＲの取

り組みを，実績データや図表等を交えて網羅的・具体的に記載。（総頁数 101 頁） 

２．特 徴 

○ エネルギアグループ全体を対象としたグループＣＳＲ報告書として初めて発行。 

 ○ 多岐にわたる取り組みを分かりやすく伝えるため，経営・環境・社会面に大別す

るとともに，社会面については，ステークホルダー別に取り組みを記載。 

○ 当社のＣＳＲの根幹である「電力の安定供給」に向けた取り組みを，日常の保守

点検や災害時の対応など，社員の活動に焦点を当て特集で紹介。 

○ 環境面の記載データについては，日本環境情報審査協会の定めた環境報告書審

査・登録マ―ク付与基準を満たし，登録マークを取得。 

３．発行日・発行部数  平成１８年７月３１日発行。発行部数８,０００部。 

４．配布先             官庁・自治体，当社サービス区域内の図書館に配布する 

                        ほか，ご希望の個人・法人にも配布します。 

              ＜請求先＞ 中国電力株式会社 ＣＳＲ推進部門 ＣＳＲ企画担当 

                      ＴＥＬ 082-544-8867 ＦＡＸ 082-523-6185 

当社ホームページからもご請求いただけます。http://www.energia.co.jp/csr 

５．その他              報告書の内容は当社ホームページでもご覧いただけます。 

以 上 

【添付資料】別紙１：「2006 エネルギアグループＣＳＲ報告書」の主な記載内容 

      別紙２：報告書に記載した 2005 年度の主な取り組み内容



 
「2006 エネルギアグループＣＳＲ報告書」の主な記載内容 

 
◆企業理念，ＣＳＲ取り組み方針 等 

○ 社長メッセージ 
○ 特集「電力の安定供給に向けた取り組み」 
○ ＣＳＲ推進体制・推進目標 
○ ハイライト 

◆経営面の取り組み 
○ コーポレートガバナンス，コンプライアンス，リスク管理の推進に向けた取り組み 
○ グループ経営の取り組み      ‥ グループ経営目標，事業展開の方向性等 

 ○ 経営課題・経営目標等の達成状況 
○ 競争力強化に向けた取り組み   ‥ ＣＲＭの実践，営業体制の強化，電力取引市場の活用 等 
○ 経営効率化の取り組み      ‥ 効率化実績，効率化を目指した技術開発，調達コストの低減等 

◆環境面の取り組み 
○ エネルギアグループ環境ビジョン，中国電力環境行動計画 
○ 中国電力の事業活動と環境のかかわり 
○ 中国電力の環境管理目標と実績‥ＣＯ２排出原単位，石炭灰有効利用率など２１項目の目標達成状況 

  ● 環境マネジメントの推進    ‥ 環境マネジメントシステム，法規制遵守，環境教育，環境会計 
● 地球環境問題への対応      ‥ 原子力発電の推進，新エネルギーの利用拡大 等 
● 地域環境への対応          ‥ 環境保全対策，化学物質の管理 等 

  ● 省エネルギーの推進        ‥ 負荷平準化の推進，エコ・オフィス実践行動プラン 等 
  ● 循環型社会形成への対応    ‥ 廃棄物発生量の実績と有効利用，グリーン購入 等 
  ● 先進技術の開発・導入      ‥ バイオマス発電技術 等 
  ● エネルギアグループにおける環境管理の推進 

‥ グループ環境管理目標と実績，グループ環境負荷データの管理 等 
  ● エネルギアグループにおける省エネルギー・循環型社会形成への対応 

‥ 環境配慮商品・サービスの提供 等 
  ● 資料編           ‥ 環境年表，発電所環境データ 等 

◆社会面の取り組み 
 ○ 上関原子力発電所詳細調査中断問題と再発防止 

○ お客さま       ‥ 電力の供給責任，原子力発電の安全確保に向けた取り組み，お客さま 
サービスの向上，広聴活動の推進，個人情報の保護に関する取り組み 等 

○ 株主・投資家の皆さま ‥ ＩＲ活動の充実 
○ 地域社会       ‥ 社会貢献活動，エネルギアマネジメントスクールの活動状況，エネルギア 

グループ各社が提供する地域安全等に寄与する商品・サービス 等 
○ お取引先       ‥ 資材調達の基本方針の改定（ＣＳＲ調達の導入） 
○ 社員         ‥ 人権研修，能力が発揮できる人事制度，人材育成，職場コミュニケー 

ションの充実，安全衛生管理の推進，シンボルスポーツの活動 等 

◆第三者レビュー 
 アドバイザー，エネルギアモニター，中国電力環境懇話会，第三者による保証 等 

◆組織図，グループ会社概要，中国電力企業倫理綱領，エネルギアグループＣＳＲ行動憲章 等 
以 上 

別紙１ 



 
報告書に記載した 2005 年度の主な取り組み内容 

 

【経営面の取り組み】 

 ◆コンプライアンスの推進 
 ・グループ会社への研修・教育等を行い，グループ一体となったコンプライアンスを推進。 
◆グループ経営目標の達成状況 

・グループ経営目標（2003～2005 年度の３ヵ年目標）は，多くの項目について目標を達成。 

◆新たなグループ経営目標の設定 
・「収益性」「効率性」「健全性」に基づき，2006 年度からの３年間を対象とする新たなグループ経営目

標を設定。 

◆グループ経営の取り組み 
・グループ経営目標の達成に向け，「グループ中期経営計画制度」の導入や管理間接業務を集中的に行 

   う新会社の設立などにより，グループ競争力を強化。 

【環境面の取り組み】 

◆中国電力環境行動計画の見直し 
  ・1993 年度に環境行動計画を策定して以降，５回目の見直しを実施。新たに環境管理目標を７項目追

加。 

・環境管理目標１４項目のうち９項目で，2005 年度中期目標を達成。 

◆グループ環境管理の推進 
・グループ全体およびグループ各社のＰＤＣＡサイクルの仕組みを定めた「エネルギアグループ環境管

理要領」を制定。 
◆ＣＯ２排出量の実績と排出抑制効果 

・ＣＯ２排出原単位は，原子力発電所設備利用率の向上などにより，前年度より２．３ポイント向上。 

・電源設備の効率的運用などにより 1,400 万トンのＣＯ２（実際に排出したＣＯ２の約３５％に相当）

の排出を抑制。 

◆廃棄物の３Ｒ対策の推進 
  ・当社の事業活動に伴う廃棄物の３Ｒ対策を推進し，２００５年度は有効利用率９５％（過去最高）を

達成。 
◆チーム・マイナス６％への参加 
 ・地球温暖化防止に向けた国民運動である「チーム・マイナス６％」に参加し,オフィスにおける省エ 

ネ活動を推進。 

【社会面の取り組み】 

◆お客さま 
・災害による停電の更なる早期復旧に向け，災害対応体制を見直し。 

◆株主･投資家の皆さま 
・「ＩＲ基本方針」に基づき，双方向コミュニケーションの充実を図るとともに，ホームページヘ個人

投資家の皆さま向けのコーナーを新設。 
◆地域社会 
・「環境」「社会福祉」「教育」を重点分野として，社員参加型の社会貢献活動を積極的に実施。2005 年

度の延べ活動人員数は 46,845 人。（社員一人あたり年間約５回活動） 

◆お取引先 
・お取引先と協働してＣＳＲを一層推進するため，「資材調達の基本方針」を見直し。 

◆社員 

 ・シンボルスポーツである陸上競技部が，2006 年元日の全日本実業団駅伝で準優勝。 

以 上 

別紙２ 
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